
尾道市立長江中学校

改善計画

7月 1月

主体的・対話的で
深い学びの実現と
発信

〈教務部〉
〈キャリア教育研究部〉

〇学習内容の確実な定着
　～わかる授業づくり～

〇全教科における「課題
　発見・解決学習」の
　単元開発（更新）と発信

○学習内容と日常生活との
　関連を意識した教育活動
　の推進

・各教科年1回以上の授業
　研実施

・各教科１単元以上の単元
　開発（更新）

・研究授業の公開

・外国語ボランティアへの
　参加の推奨等

①生徒アンケートの「授業がよく
分かる」旨の問いに肯定的に回答
している生徒の割合
（昨年度85％）

②全国学力・学習状況調査におけ
る全教科平均通過率
（昨年度：県差＋6.8P）

③研究授業の公開回数
（昨年度3回）

④英語能力判定テストにおける当
該学年英検レベル到達生徒の割合
（昨年度：3級〈3年〉64％，
　4級〈2年〉73％）
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①各教科で授業の工夫・改善に取り組
み，2学期末生徒アンケートによると
「授業がよく分かる」という肯定的な
回答をした生徒は全教科平均で８4．
２％であった。
②全国学力･学習状況調査結果
国語78(72.8)，数学69(59.8)
英語65(56.0)
（英語「話すこと」39(30.8)）
※(　)は，全国平均を示している
③研究授業は計画通りおこなった。事
前，事後研も各グループごとに内容の
濃い研修をおこなうことができた。ま
た，道徳の授業研究，地域公開道徳に
も取り組んだ。
④英語能力判定テストにおける目標を
達成できた。また，みなと祭におい
て，外国人観光客の案内役として「外
国語ボランティア（英語検定3級程度
以上が条件）」に28名が参加し，達
成感を得ることができた。
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〇生徒の落ち着いた学校生活の状況
は，本校の良き伝統であり，魅力で
もある。是非引き続き丁寧な指導を
お願いする。

〇生徒アンケートにおいて「授業が
よく分かる」と回答した生徒が多い
こと，学力においても市内でトップ
クラスの状況があり，先生方の指導
とそれに応える生徒の努力の成果に
よるである。

〇みなと祭において，外国人観光客
の案内役として「外国語ボランティ
ア」に参加し，英語を「話すこと」
で，達成感を得て，子ども達の自信
になったと思います。このような行
事への参加も積極的に募ることが，
自己肯定感に繋がっていると思う。

①グループ研修を通して，全教科に
あてはまる汎用的な授業技術や，生
徒との関わり方について整理し，発
信していく。

②授業参観や情報収集をおこない，
「生徒が達成感をもてる授業のコ
ツ」や「わかる授業づくりのポイン
ト」を分析・整理していく。

③全国学力・学習状況調査の結果を
分析し，各学年，教科と連携しなが
ら課題克服のための授業改善策・生
徒への指導，対応策を構築する。

自己肯定感の向上

〈生徒指導部〉
〈保健安全部〉

〇生徒が活躍できる学校
　づくり

〇心と体の健康保持・
　教育相談活動の充実

・生徒が主体的に関わる
　学校行事の創造

・生徒会活動のさらなる
　活性化

・SCによるカウンセリング
　を活用した教育相談活動
　の推進

①生徒アンケートの「学校行事に
積極的に参加している」旨の問い
に肯定的に回答している生徒の割
合（昨年度62％）

②生徒アンケートの「生徒会活動
に積極的に取り組んでいる」旨の
問いに肯定的に回答している生徒
の割合（昨年度82％）

③生徒アンケートの「自分には良
いところがある」旨の問いに肯定
的に回答している生徒の割合
（昨年度65％）
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①体育大会や文化祭等，様々な行事の
中で, 3年生がリーダーとして動き，
生徒主体での取組ができた。

②文化祭や地域ボランティア活動（住
吉花火清掃ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ56名参加）勧誘
等，生徒会が創意工夫した実践を主体
的に行った。また，縦割りグループで
のあいさつ運動やペットボトルキャッ
プ・アルミ缶回収等を通して生徒同士
のつながりが深まった。

③教育相談活動の一環として，毎学期
全学級において，担任による面談を実
施した。また，学期末には「いじめ・
体罰・セクハラ」等に係る実態調査を
行い，問題行動等の未然防止や早期対
応ができた。年間を通して，相談しや
すい環境づくり，そして，教師と生徒
の信頼関係づくりを学校体制として進
めることができた。
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〇自己肯定感の向上等，大変良い取
組をしている。学力も大事だが，生
活面での向上も力を入れてほしい。

〇他の地域から生徒が集まる本校の
特色からも，多様性を生かした交流
を積極的に仕組んでもらいたい。

〇今よりもっと上を目指すことは大
事であり，その中で自己肯定感の低
い生徒もいるが，自分を褒めてしっ
かり伸びていくことを願う。
　
〇小学校の運動会において，地域の
方や小学生以下の子ども達と優し
く，そして積極的に接する姿があ
る。今後は，隣の尾道北高校の体育
祭を見て刺激を受けたり，高いレベ
ルのイメージをもてたりする等，異
年齢交流による教育の効果も期待で
きるのではないか。

①『生徒が協働し，達成感を持てる
取組を仕組む』
リーダーを育成し，生徒による主体
的で協働的な活動に懸命に取り組ま
せる。また，異年齢交流における教
育的効果も意識した活動を仕組む。

②『生徒会活動に縦割りで取り組む
ことで，積極性をもたせる』
「縦割りあいさつ運動」等，専門部
長と担当教員で連携を図り，専門部
会での進行や専門部の活動計画を分
かりやすく専門部員に伝えていくプ
ロセスを大切にする。

③『生徒が心から安心して過ごせる
環境づくりを進める』
面談を継続し，生徒の良さをほめる
など肯定的な話を必ず入れる。
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